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Cloud/Java EE

クラウドを自在に操る

エンタープライズ情
報システムの世界
は、以前よりより多

くの情報を取り込む事によっ
て、より複雑化しています。誰
もが重要視することは、スダ
ンドアロン・アプリケーショ
ンを、動的な共有環境に移行
し、高いスケーラビリティ、自
動化、効率化を進めることで
す。クラウド・コンピューティ
ングはJava EEにとって変革
技術になる事をお約束しま
す。ここでは、オラクルのJava 
EE開発部門の統括責任者で
あるCameron Purdyが、クラ
ウド・コンピューティング対
応における主要課題や、エン
タープライズ開発者と顧客
に対する影響について概要
を語ります。

オラクルのCameron Purdyが語る‐クラウド・コンピューティング・プラット
フォームの標準技術となるJava EEの進化‐ Michael Meloan

Java Magazine: エンタープライズ環境にとって、クラウ
ド・コンピューティングの利点とは何でしょうか。
Purdy: 現在、クラウド・テクノロジーの開発は比較的
初期の段階にありますが、おもに注目されているのは
PaaS（Platform as a service）が持つ可能性です。数々
のインフラストラクチャ・クラウド・ベンダーが、eコマー
ス・サイトで買い物をするかのように、いとも簡単に何
十台、あるいは何百台ものサーバーを提供していま
す。このようにITインフラストラクチャは分散化、一般
化に向かって進んでいます。開発環境やミドルウェア・
コンポーネントにおいて、 ハードウェアとソフトウェア
の各要素が抽象化される結果、開発者はエンタープラ

写真： Dave Bradley
画像： I-Hua Chen

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
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イズ・ソリューションに注力できるようになりま
す。このアプローチの本当の利点は、運用・操作
性の向上、市場に対する製品投入期間の短縮
化、コスト削減にあります。

オラクルでは今後 PaaSが開発、テスト、検証
環境、本番環境などの組織内におけるさまざま
な役割に対してどのような影響を及ぼすかに
ついて調査します。その上で検討結果をオラク
ルの製品パッケージ内に取り込み、さらに業界
パートナーと協力してモデル、API、そしてJava 
EE仕様全体を標準化を行います。
Java Magazine: 検討結果をオラクルの製品にど
のように反映していくのか、例を示してもらえま
すか。
Purdy: わかりました。Oracle WebLogic Server 

12cを例にすると、依存性注入、Java Persistence 
API（JPA）、WebLogic用のMavenプラグインによ
る統一ビルド・プロセスの提供や、継続的インテ
グレーション・ツール「Hudson」と連携したアジ
ャイル開発手法をサポートしています。これらの
標準技術によって、エンタープライズ・アプリケー
ションの構築や運用が容易になります。また、PaaS
環境の前提となる仮想化環境で、パフォーマンス
管理や高パフォーマンスを達成という面でも大幅
に改善しています。オラクルではこのような最適化
をOracle VMで実現しています。 
Java Magazine: クラウド指向のエンタープライ
ズ・アーキテクチャを導入する際のもっとも重要
な検討課題は何ですか。
Purdy: エンタープライズPaaSソリューションの

配備に関連する重要な概念は3つあります。可
用性、伸縮性、マルチテナント対応です。クラウド
環境では通常、アプリケーションをリモート環境
の仮想マシン上で実行し、その環境をWebベー
スの管理コンソール経由で管理します。ローカ
ル・システムに物理的にアクセスできないため、
問題が発生した場合、対応が非常に困難になり
ます。可用性を確保するためには、システムがよ
り自律的に動作し、自己回復できる必要があり
ます。そのような復元性を実現する方法の1つが
冗長化です。
　ハードウェア障害や停電が発生した場合も可
用性を維持するためには、アプリケーションを
複数の場所、おそらくは複数のデータセンター
で実行し、単一障害を防ぐ必要があります。 

情報交換をするオ
ラクル・ソフトウェア
開発部門ディレクタ
ーのMac Hale、Java 
EE開発部門統括責
任者のCameron 
Purdy、テクニカル・
スタッフ・コンサル
ティング・メンバー
のJim Gish（左から
順に）

万全なクラウド対応
Java EEのコンテ
ナベース・アーキ
テクチャとo本来
備わっているリソー
ス・アクセスの抽象
化は、 クラウド・
コンピューティン
グに非常に適して
います。.

http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://mojo.codehaus.org/weblogic-maven-plugin/usage.html
http://hudson-ci.org/
http://hudson-ci.org/
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また、伸縮性という概念を取り入れることで、
可用性も確保しやすくなります。アプリケーショ
ンは、1台のサーバーが保守や障害のために停
止しても継続して運用を続けられるような十分
な堅牢性が必要です。またアプリケーションは、
同時実行ユーザーの増加や、急な負荷の増加に
よって、処理能力の追加が必要な場合にも迅速
に対応する必要があります。そのため、伸縮可能
なアプリケーションはリソースを動的に追加で
きるようになっていなければなりません。この点
はクラウド・コンピューティングのメタファーに非
常に良く適合します。

可用性や伸縮性の概念は、PaaSやIaaS　
（Infrastructure as a service）上に構築された

エンタープライズ・アーキテクチャと共にあるべ
きものです。

マルチテナント対応も、クラウド・コンピュー
ティングの重要な概念です。マルチテナントと
は、単一環境上で複数のユーザーを並行して稼
働させる機能です。たとえば、CRM（顧客管理）シ
ステムの場合、数多くの企業に対してサービス
を提供する必要がありますが、それぞれの企業
が異なる1つのテナントとして動作します。そし
て、複数のテナントを専用のハードウェアや仮想
化環境でサポートして、1台のハードウェア・イン
フラストラクチャ内の1つの仮想マシン、もしく
は複数の仮想マシンを各テナントに割り当てる
ことができます。マルチテナントにはさまざまな
レベルがあり、単一のJVM（Java仮想マシン）内
部に複数のテナントを配置するような小さな単
位のものもあります。

マルチテナント・アーキテクチャでは例外な
くトレードオフが発生します。真っ先に挙げられ
るのが、セキュリティ、リソース利用率、コストの
問題です。現在、JVM内部レベルで隔離、保護を
行う事を重要と考え、その調査に多大な投資を
行っています。また、特定のテナント毎に使用す
る、CPUの使用状況やメモリ使用状況を測定す
る方法についても調査しています。テナントで消
費するリソースをどう管理し制限するかが、マル

チテナント・システムの根本的な課題です。1つ
のテナントがCPUを使い果たすことのないよう
に、あるいはシステムを破壊するほど大量のメ
モリを使用することがないように管理しなけれ
ばなりません。オラクルが目指しているのは、利
用者に対してこれらの課題を管理する基盤技術
を提供することです。

Java EEの各方面を見直す中で、パートナーと
将来のJava EEプラットフォームの計画を立てる
際に、マルチテナント、可用性、伸縮性のすべて
が重要な検討課題になるでしょう。
Java Magazine: Java EE 7リリースの新機能につ
いて教えてください。
Purdy: オラクルは現在、業界パートナーと緊密に
連携しながらJava EE 7の仕様策定や提供に向け
て取り組んでいます。Java EE 6の大きなテーマで
あった「開発容易性」はJava EE 7でも引き続き重

要ですが、Java EE 7のもっとも大きなテーマはク
ラウド対応です。Java EEのコンテナベース・アー
キテクチャと本来備わっているリソース・アクセス
の抽象化は、クラウド・コンピューティングに非常
に適しています。このアプローチによって、プログ
ラミング・モデルに大きな変更を加えることなく、
移植可能なアプリケーションを1台のマシンに配
備することも、大規模なクラスタ環境に対してイ
ンストール・配備することも可能になります。クラ
ウド・コンピューティングに向かうことで、Java EE 
7はこの強力なパラダイムのさらなる進化につ
ながるはずです。 

マルチテナントは、仮想サーバーがリクエ
ストをテナントにマッピングするという手法で
実現する予定です。また、CDI（Contexts and 
Dependency Injection）、JPA、JAX-RS（Java 
API for RESTful Web Services）、JSF、サーブレッ

オラクルのアーキテクトであるGene Gleyzerから担当プロジェクトの状況について報告を
受けるPurdy。マサチューセッツ州バーリントンにあるオラクルのオフィスにて

 �Oracle WebLogic 
Server 12cについ
て話すオラクルの
Mike Lehmannと
Arun Gupta。ブラ
ジルのサンパウロ
で開催された
Oracle OpenWorld 
Latin America 
2011にて

http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://www.youtube.com/watch?v=YiUIe3wGIQo
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ト、EJBにもより重点を置いています。
さらにJava EE 7では、WebSocketやHTML5、 

JAX-RS 2.0で定義している最新のHTTPクライア
ントAPIなどのWebの最新テクノロジーも新た
にサポートする見込みです。

さらにJava EE 7では、WebSocketやHTML5、 
JAX-RS 2.0で定義している最新のHTTPクライア
ントAPIなどのWebの最新テクノロジーも新たに
サポートする見込みです。
Java Magazine: Java SE 8ではモジュール化とラ

ムダ式が大きなテーマとなっていますが、Java 
EEにとってこれらの開発にはどのような利点が
ありますか。 
Purdy: これらの2つの機能は非常に大きな可能
性を秘めています。モジュール化はJava EEを通
じオラクルにとって重要な分野であり、スケーラ
ビリティ、堅牢性、保守性の利点をもたらすもの
です。Java SEの標準モジュール・システムの設
計と実装については、Project Jigsawのもとに
OpenJDKで検討しています。Java SE 8のモジュ
ール化実装では、Javaエンタープライズ・プラッ
トフォームの進化に役立つ土台となる機能を提
供する予定です。

これまですでに
OSGi（Open Services 
Gateway initiative）の
成果を活用して、Oracle 
GlassFish Serverおよび
Oracle GlassFish Server 
Open Source Editionにモ
ジュール化を取り入れてい
ます。Project Jigsawの成
果物であるモジュール・シ
ステムがJava SEに導入さ
れる事が決まりましたが、
今後もOSGiなどの標準技
術と共に、このアプローチ
への強化を進め、より密接
に検討した結果をJVMサポ
ート機能として統合し、提供

していく予定です。
次にラムダ式についてですが、これは一般的

に、集計処理の実装等で役立つ機能です。集計
処理を行う際、マルチコア・プロセッサを頻繁に
利用して並列処理を行うことができます。これま
での調査で、JDBC、JPA、EJB、JMSフィルタリング
などの多くの技術領域に対してラムダ式を適用
できることがわかっています。ラムダ式はJava以
外のプログラミング言語環境でも優れた効果を
発揮しているため、Java EEでラムダ式をぜひサ

ポートしたいと考えています。
Java Magazine: 最後に、エンタープライズ・シス
テムの未来にとってクラウドがどれほど重要な
のか、見解を聞かせてください。
Purdy: 現在は、新しいイノベーションの波が押
し寄せているところだと感じています。15年ほど
前にWeb指向のテクノロジー開発が躍進した
ときも同じような状況でした。また10年前には
J2EEのリリースに伴って、Java EEに移行するビ
ジネス・アプリケーションが急増しました。今もま
た同じことが起きています。コスト削減や柔軟性
の観点からクラウド・テクノロジーを有効活用し
ようと、信じられないほど多額の投資が行われて
います。

同時にこの業界は、HTML5によってもたらされ
る非常に高度なユーザー・エクスペリエンスにも
向かっています。このように重要で新しい技術が
組み合わされることで、Java EEはさらに進化し、
新しいパートナー、組織、開発者がこの分野に参
入するまたとないチャンスが生まれます。その結
果、テクノロジーの展望や、エンタープライズ市
場全体が大いに拡大することでしょう。

HTML5やクラウド・テクノロジーの可能性模
索するときに、さまざまなレベルのすばらしい
イノベーションに出会えることを私は楽しみに
しています。そのようなイノベーションに関わ
れるのは、本当にわくわくすることですから。 
</article>

ソフトウェア・エンジニアの
Dave Carranoの作業内容
を確認するPurdy（上）。Java 
EE 7について話す、開発部門
の統括責任者Alex Gleyzer
とPurdy（右）

Michael Meloan IBMメインフレームとDEC PDP-11の
アセンブリ言語のコーディングに関するプロとしてキャリアを
スタートさせ、PL/I、APL、C、Javaのコーディング分野でも高い
専門性を備えている。また、WIRED、BUZZ、Chic、LA Weeklyに

Learn More
•	 Java EE at a Glance

•	Oracle WebLogic Server
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http://openjdk.java.net/projects/jigsaw
http://osgi.org/
http://osgi.org/
http://oracle.com/technetwork/jp/java/javaee/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/products/middleware/application-server/index.html
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2012年後半に予定されている
Java EE 7のリリースを前に、リ

リースが計画されているJSRの動
きが活発化しています。Java EE 7リ
リースはクラウドに移行する業界
の最新ニーズを反映する予定です
リリース時期が決まっています。そ
のため、準備が間に合わない機能
については、Java EE 8に持ち越さ
れる予定です。 

ここでは、Java EE 7のさまざまな
仕様に関して、おもな機能の最新情
報や概要を説明します。

Java EE 7 仕様(JSR-342) 
■■ メイン・テーマ：プライベート・ク

ラウド、もしくはパブリック・クラ
ウド上で容易なアプリケーション
の実行

■■ ルチテナント、リソース共有、サー
ビス品質、アプリケーション間の
依存性などPaaS実行環境を表
すためのアプリケーション・メタ
データ記述子を定義

■■ HTML5、WebSocket、JSONなど
最新標準技術を採用し、それぞ
れ標準APIを提供

■■ マネージドBean、EJB、サーブレッ
ト、JSF、CDI、JAX-RS間の不整合
を解消

■■ Web ProfileにJAX-RS 2.0を追加
予定。JMS 2.0 APIの修正予定

■■ 既存のいくつかのテクノロジー
を更新予定。Java EE（SR-236）
およびJCache（JSR-107）用の
Concurrency Utilitiesを追加予
定

■■ ステータス：
■■ JCP の承認済み
■■ 仕様リード：Linda DeMichiel、 

Bill Shannon （オラクル）
■■ プロジェクトのページ
■■ メーリング・リスト・アーカイブ  

jsr342-expert@javaee-spec.
java.net、 users@javaee-
spec.java.net 

Java Persistence 2.1 (JSR-338) 
■■ マルチテナントのサポート
■■ ストアド・プロシージャやベンダー

関数のサポート
■■ クエリの更新/削除
■■ スキーマ生成のサポート
■■ Persistence Context の同期
■■ リスナーへのCDIインジェクション
■■ ステータス：

■■ JCPの承認済み
■■ 仕様リード：Linda DeMichiel 
（オラクル）
■■ プロジェクトのページ
■■ メーリング・リスト・アーカイブ、 

jsr338-experts@jpa-spec.
java.net、 users@jpa-sepc.
java.net 

JAX-RS 2.0: The Java API for 
RESTful Web Services (JSR-339) 
■■ クライアントAPI：ビルダー・パ

ターンを使用した低レベルAPI
の導入、その上位レベルのAPI
導入の可能性もあり

■■ ハイパーメディア：容易に、リソー
スに関連付けられたリンクの作
成と処理が可能

■■ Beanバリデーションを使用した
フォームやクエリのパラメータ
検証

■■ より緊密な@Injectとの統合
■■ サーバー・サイドの非同期リクエ

スト処理
■■ "qs"を使用したサーバー・サイド

のコンテンツ・ネゴシエーション
■■ ステータス：

■■ JCPの承認済み、初期ドラフト
公開、Javadocドラフト作成

■■ 仕様リード：Santiago 
Pericas-Geersten、 Marek 
Potociar  （オラクル）

■■ プロジェクトのページ
■■ メーリング・リスト・アーカイブ、 

jsr339-experts@jax-rs-spec.
java.net、 users@jax-rs-spec.
java.net

Java Servlet 3.1 仕様 (JSR-340) 
■■ Webアプリケーションに対する

PaaSモデルの最適化

■■ セキュリティ、セッション、リソー
スに対するマルチテナント対応

■■ NIO.2ベースの非同期I/O
■■ 非同期サーブレットの簡略化
■■ Java EE Concurrency Utilitiesの

活用
■■ WebSocketのサポート
■■ ステータス：

■■ JCPの承認済み
■■ 仕様リード：Shing-Wai Chan、 

Rajiv Mordani   （オラクル）
■■ プロジェクトのページ
■■ メーリング・リスト・アーカイブ、 

jsr340-experts@servlet-
spec.java.net、 users@serv-
let-spec.java.net

Expression Language 3.0  
(JSR-341) 
■■ ELContextを解析コンテキストと

評価コンテキストに分割
■■ カスタマイズ可能なEL強制ルー

ル
■■ EL式の静的メソッドとメンバー

の直接参照
■■ 同値、文字列連結、サイズ判定な

どの演算子を追加
■■ 式評価前/評価中/評価後のイベ

ント生成など、CDIとの統合
■■ ステータス：

■■ JCPの承認済み
■■ 仕様リード： Kin-man Chung  

Cloud/Java EE 

Java EE 7を見据えて
Java EE 7 JSRについて学ぶ

Arun Gupta
BIO

Photograph by  
Margot Hartford
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（オラクル）
■■ プロジェクトのページ
■■ メーリング・リスト・アーカイブ、 

jsr-341-experts@el-spec.java.net、 
users@el-spec.java.net

Java Message Service 2.0 (JSR-343) 
■■ 開発容易性（Ease of Development）： 

JMSプログラミング・モデルの変更によ
り、シンプルで容易なアプリケーション
開発を実現

■■ 既存の仕様のあいまいな点を解消/明
確化

■■ CDIとの統合
■■ JMSと他のJava EE仕様との関係を明

確化
■■ JMSプロバイダを任意のJava EEコンテ

ナと統合するための新しい必須API
■■ Java EEのマルチテナントなどのクラウ

ド関連機能への対応
■■ ステータス：

■■ JCPの承認済み
■■ 仕様リード：Nigel Deakin （オラクル）
■■ プロジェクトのページ
■■ メーリング・リスト・アーカイブ、 jsr-

343-experts@jms-spec.java.net、 
users@jms-spec.java.net 

JavaServer Faces 2.2 (JSR-344) 
■■ 開発容易性：構成オプションの動的設

定、複合コンポーネントでcc:interface
を任意項目に変更、Faceletタグ・ライ
ブラリ用の短縮URL、CDIとの統合、JSF
アーティファクトのOSGiサポート

■■ Portlet 2.0 Bridge(JSR-329)の実装をサ
ポート 

■■ HTML5フォーム、メタデータ、見出し、
セクションのコンテンツ・モデルな
ど、HTML5の各種機能をサポート

■■ 画面遷移イベント・リスナーのフロー管

理、FileUploadやBackButtonなどの新
コンポーネント

■■ ステータス：
■■ JCPの承認済み、初期ドラフト公開
■■ 仕様リード： Ed Burns （オラクル）
■■ プロジェクトのページ
■■ メーリング・リスト・アーカイブ、 

jsr344-experts@javaserverfaces-
spec-public.java.net、 users@
javaserverfaces-spec-public.java.
net

Enterprise JavaBeans 3.2 (JSR-345) 
■■ マルチテナントなどのPaaSを実現する

ためのEJBアーキテクチャ機能拡張
■■ EJBの外部で利用するコンテナ管理トラ

ンザクションのファクトリ化
■■ アノテーションの活用を促進
■■ 他のJava EE仕様との調整と統合
■■ ステータス：

■■ JCPの承認済み
■■ JCPの承認済み Marina Vatkina （オ

ラクル）
■■ プロジェクトのページ
■■ メーリング・リスト・アーカイブ、 jsr-

345-experts@ejb-spec.java.net、 
users@ejb-spec.java.net 

Contexts and Dependency Injection 
for Java EE 1.1 (JSR-346) 
■■ インターセプタおよびデコレータのグ

ローバル順序設定
■■ 組込みコンテキストの管理用API
■■ Java EEコンテナの外部から起動できる

組込みモード
■■ アーカイブ内のパッケージ/Beanをスキ

ャンするための宣言的コントロール
■■ ロガーなどの静的メンバーのインジェ

クション
■■ サーブレット・イベントをCDIイベントと

して送信
■■ ステータス：

■■ JCPの承認済み、 Early Draft 
available

■■ 仕様リード： Pete Muir (RedHat)
■■ プロジェクトのページ
■■ メーリング・リスト・アーカイブ、 twit-

ter feed

Bean Validation 1.1 (JSR-349) 
■■ 他のJava EE仕様との統合 

■■ JAX-RS：HTTPコール時にパラメータ
と戻り値を検証

■■ JAXB：制約をXMLスキーマ記述子に
変換

■■ メソッド・レベルの検証
■■ グループ・コレクションへの制約の適用
■■ モデルの拡張により、AND/ORスタイル

の構成をサポート
■■ ステータス：

■■ JCPの承認済み
■■ 仕様リード： Emmanuel Bernard氏 

(RedHat)
■■ プロジェクトのページ
■■ メーリング・リスト・アーカイブ

JCACHE: Java Temporary Caching API 
(JSR-107) 
■■ Javaオブジェクトのインメモリ一時キャッ

シュのためのAPIとセマンティクス（オブ
ジェクト生成、共有アクセス、スプーリン
グ、無効化、JVM間の一貫性など）

■■ パッケージ：javax.cache
■■ ステータス：

■■ JCPの承認済み
■■ 仕様リード： Yannis Cosmadopoulos 
（オラクル）、 Cameron Purdy （オラ
クル）、 and Gregory Luck (Software 
AG)

■■ プロジェクトのページ

■■ メーリング・リスト・アーカイブ

Java State Management (JSR-350) 
■■ アプリケーションとJava EEコンテナが異

なるQoS特性を持つサード・パーティ・
プロバイダに状態管理を委託するため
のAPI

■■ Java SEベースのコール元から状態プロ
バイダに問合せを行うことで状態デー
タにアクセス可能

■■ QoSの異なるプロバイダを追加可
能、APIコール元から条件を満たすかど
うかの問合せが可能

■■ パッケージ：javax.state、javax.state.
provider

■■ ステータス：
■■ JCPの承認済み
■■ 仕様リード： Mitch Upton （オラクル）
■■ プロジェクトのページ
■■ メーリング・リスト・アーカイブ、 jsr-

350-experts@java-state-manage-
ment.java.net

Batch Applications for the Java 
Platform (JSR-352) 
■■ ジョブのスケジュールと実行に関する

バッチ・アプリケーションおよびランタ
イム向けのプログラミング・モデル

■■ 標準プログラミング・モデルにバッチ・
ジョブ、バッチ・ジョブ・ステップ、バッチ・
アプリケーション、バッチ・エグゼキュ
タ、バッチ・ジョブ・マネージャを定義

■■ パッケージ：javax.batch
■■ ステータス：

■■ JCPの承認済み
■■ 仕様リード： Chris Vignola (IBM)
■■ プロジェクトのページ
■■ メーリング・リスト・アーカイブ、 

issues@jbatch.java.net
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Concurrency Utilities for  
Java EE (JSR-236) 
このJSRは長年検討が続いている
ものですが、Java EE 7のリリース
までに再開し完了する予定です。
■■ JSR-166 を基礎として明快でシ

ンプルな他に依存しないAPIを
提供、Java EEコンテナでの利用
に合わせて最適化

■■ パッケージ：javax.util.
concurrent

■■ ステータス：
■■ JCPの承認済み
■■ 仕様リード： Anthony Lai、 

Naresh Revanuru  
 （オラクル）

■■ Project page: TBD
■■ メーリング・リスト・アーカイ

ブ：未定

Java API for JSON Processing 
(JSR-353)

「Java API for JSON Processing」
（JSON処理用のJava API）のJSR

が、JSR-353として提出されまし
た。 
■■ ステータス：

■■ JCPの承認済み
■■ 仕様リード： Jitendra 

Kotamraju （オラクル）
■■ プロジェクトのページ
■■ メーリング・リスト・アーカイ

ブ
すでにほとんどのJSRに対して

専門家グループ（EG）を編成済み
ですが、公開エイリアスに登録し
てドラフトをレビューするという手
段でJSRに参加していただけます。
オラクルが主導するJSRは、Java.
netの専用プロジェクトで透明性

を保ちながら進行しています。たと
えば、EGの公開ディスカッションに
アクセスし、新たに投票されたJCP 
2.8ルールが定める要件を確認で
きます。

JCP 2.8の後のすべてのJSRが、
より高い透明性を保って進行して
います。JCP 2.8の特に重要な話
題について、いくつかご紹介しま
しょう。
■■ EGメンバー名を公開
■■ EGの作業状況を公開エイリア

スで報告
■■ スケジュールを公開し、最新情

報を定期的に提供
■■ 誰でもWikiを参照し書き込むこ

とで、これまでのステータスに
関する考察が可能

■■ jcp.orgでディスカッション・ボー
ドを提供

■■ 読取り専用の公開課題トラッカ
ーを提供
今後これらの機能のすべてを 

GlassFish （Java EE 7のリファレン
ス実装）に統合します。  
</article>

LEARN MORE
•	 Java EE Platform 仕様
•	GlassFish  

Java Magazine
日本版 始動！

Oracle Corporationの公式技術者支援サイト、Oracle Technology Network（OTN）より、
Java技術者・開発者向けのデジタル・マガジン、『Java Magazine』が創刊されました。
このJava Magazineの記事から、日本のエンジニアの方々に特に関心の高いコンテンツを
ピックアップした日本語バージョンを、『Java Magazine 日本版』として隔月でお届けします。
エンタープライズシステムから、組み込み系まで、最新のJavaテクノロジーに関するトピッ
クスを幅広くカバーし、Java活用事例などの業界最新トレンドをわかりやすくお伝えします。  

OTN Newsletterにて、Java Magazine日本版の
最新の発刊をご案内します。
今すぐ、ニュースレターをご購読ください！（登録無料）
OTN Newsletterのご登録はこちらから http://oracle.co.jp/joinotn

（※すでにOracle.com（MyOracle）アカウントをお持ちの方は、
プロファイル情報の更新でニュースレター購読希望を追加してください。）  

第1号 [2011年 11月発行 ] 【創刊記念号】
・Java利用の成功例
・Java入門
  （最初の一歩・RESTful Webサービスの概要）
・お待たせしました！Java 7の登場
・JDK 7コーディング方法の変革　ほか 

第2号 [2012年 1月発行 ] 
・「進化しつづけるJava」
  （JavaOne 2011レポート）
・JavaFX 2.0の主要機能
・JavaFX 2.0により再活性化する
   クライアントサイドのJava開発 ほか 

第3号 [2012年 3月発行 ] 
・クラウド・コンピューティング・
   プラットフォームの標準技術となるJava EEの進化
・リッチ・クライアント：JavaFXとSwingの統合
・エンタープライズJava /軽量パブリッシュ/
   サブスクライブ通信
・GlassFishで実現するシンプルなクラスタリングと
   高可用性 ほか 

Oracle Technology Network日本語サイトでは、Javaをは

じめとする、最新のOracleソフトウエアや各種ツールの無

料ダウンロード、ドキュメント、技術解説記事、オンライン

セミナーなどをご提供しています。是非、ご活用ください。

http://www.oracle.com/technetwork/jp/

http://oracle.com/javamagazine
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
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http://java.net
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=236
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=166
http://jcp.org/en/jsr/detail?id=353
http://java.net/projects/json-processing-spec
http://java.net/projects/json-processing-spec/lists
http://java.net/projects/json-processing-spec/lists
http://glassfish.org
http://javaee-spec.java.net
http://glassfish.org/
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全3回にわたるこのシリーズの
パート1では、JFXPanelクラス

を利用して、Swingコンテナに追加
可能なコンポーネント内にJFXPanel 
シーンをラップする方法を見まし
た。 

この記事ではパート1
を踏まえ、リッチなJavaFX
機能を活用するための
Swingアプリケーションの
移行方法について説明し
ます。この方法を利用す
れば、アプリケーション全
体を書き直す必要はあり
ません。ここでは、JavaFX
の興味深い機能をいくつ
か利用して、アプリケー
ションのルック・アンド・
フィールを改善する方法
を学ぶために、サンプル
のSwingアプリケーションのテーブ
ル・コンポーネントを置き換えます。

サンプルアプリケーションの構造
「StocksMonitor」は、数多くの株価
を追跡できるSwingベースのインタ
フェースを持つサンプルアプリケー
ションです。このアプリケーションの
コードはこちらからダウンロードで

きます。 
アプリケーションは複数の 

パッケージに整理されているの
で、関連のある部分を簡単に見つ
け出すことができます。ここでは、 
StocksMonitorMainWindow クラス

とQuote  クラスを修正し、
さらに QuoteTable クラス
を新しい QuoteFXTableク
ラスに置き換えます。 

単純化のた
め、QuoteFXTable クラス
は、既存の QuoteTable 
クラスと完全に互換な
ものにすることを目標
にします。このため、こ
のクラスはObserver
インタフェースと
PropertyChangeListener イ
ンタフェースを実装し、正

確なシグネチャの setQuoteTable メ
ソッドを持つ必要があります。

JavaFX TableViewコントロール
JavaFX APIには TableView コント
ロールが用意されています。これ
は、無制限の行数のデータを複数
の列に分割して視覚化するもので
す。 TableView ではTableColumn 

APIを利用できます。このAPIは、セ
ルの内容をカスタマイズするため
のセル・ファクトリや、ユーザーによ
る実行時の列の並び替え、複数の
列をグループ化する列のネスト化な
どの機能をサポートしています。 

TableView コントロールの利用
方法は設計上、SwingのJTable コン
ポーネントに似ています。モデル・
ビュー・コントローラ・パターンが利
用されているため、TableViewに渡
して画面に表示できる形でデータ
モデルを構成する必要があります。

元のアプリケーションでは、この
データモデルを Quote クラスにカ
プセル化しています。Quoteクラス
を TableView のモデルとして利用す
るには、JavaFXプロパティを使用し
たJavaFXバインディングのサポート
を追加する必要があります。テーブ
ルに表示するそれぞれの列につい
て、適切な型のプロパティ、そのプ
ロパティのアクセッサ・メソッド、値
の変更時に呼び出すメソッドが必
要です。

パート2 

JavaFXとSwingの統合 
Swingアプリケーションの移行： 
アプリケーション全体を書き直すことなくリッチなJavaFX機能を活用する

Simon Ritter
BIO

Photograph by Bob Adler

Java Magazine編集員のTori Wieldtと対談する
Stephen Chin氏、Devoxx 2011にて

CSSサポート
JavaFX  
プラットフォ
ームのホット
な機能の1つ
はCSSのサポ
ートです。
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テーブルのデータモデル
リスト1は、 Quoteクラスに必要
な変更内容です。

まず、株式名に対し
てSimpleStringProperty 
(StringProperty 抽象クラスを実
装する具象クラス）を作成し、こ
のプロパティを Stockオブジェク
トのname値に関連付けます。

他の値に対しては、 
SimpleFloatProperty オブジェクト
を作成します。なお、これらのア
クセッサ・メソッドは「getプロパ
ティ名」の命名規則に従っておら
ず、単純にプロパティ・インスタ
ンス名をメソッド名として使用し
ています。

updateValues メソッドでは単
純に、 Quote クラスの既存のメ
ソッドや参照を使用して各プロパティの値
を設定します。

Swingコンポーネントとしての
TableViewノード
適切なデータモデルができたので、次
に TableView を作成してそれを JFXPanel
でラップします。これには2つのクラスが
必要になります。Swingコンポーネント
として動作するクラス（QuoteFXTable）
とTableViewノード用のクラス

（QuoteFXTableNode）です。 
リスト2にQuoteFXTableクラスを示します。
QuoteTable クラスとの互換性を確保

するために、PropertyChangeListener イ
ンタフェースとObserver インタフェース
を実装し、JComponentのサブクラスで
ある JFXPanel を継承します。コンスト
ラクタで必要な処理は、スーパークラ
スのコンストラクタを呼び出し、新しい 
QuoteFXTableNode オブジェクトのインス

タンスを生成し、シーングラフ
を設定する Runnable タスクを
JavaFXアプリケーション・スレッ
ドに追加することだけです。 

シーンやテーブルのサイズ
を気にする必要はありません。
これらは、Swingのレイアウトマ
ネージャやJavaFXのシーングラ
フによって自動的に処理されま
す。実装が必要なメソッドでは
どれも、実際に処理が行われる 
QuoteFXTableNode クラスに呼
び出しを転送するようにします。

リスト3はQuoteFXTableNode  
クラスの一部分です。

テーブルのそれぞれの列に
ついて、TableColumn オブジェ
クトを生成する必要がありま
す。TableView の型（Quote）や、こ

の列に表示するデータの型（株式名は文
字列型、数値はfloat型）の定義には、ジェ
ネリック（総称）型のパラメータを使用して
います。

また、セル値ファクトリを設定する必要
があります。これは1つの TableColumn に
含まれる一連のセルの値の設定方法を
指定するものです。この例のように、Java 
Beanから単一の値を取得してセルに
入力するという一般的なケースでは、 
PropertyValueFactory クラスを利用します。
このクラスのコンストラクタには、この列の
データを保持しているプロパティの名前を
指定します。このプロパティ名は、 Quote ク
ラスのプロパティに対応づけられます。す
べての列を定義したら、 setAll メソッドでこ
れらの列をテーブルに追加します。

setQuoteTable メソッドの実装はいたっ
て平凡です。表示する株式のリストを再
設定し、その後それぞれの株式に対して 
update メソッドを呼び出します。 update メ

全てのリストをテキストで表示

視覚化
JavaFX APIに
はTableView
コントロール
が用意されて
います。これ
は、無制限の
行数のデータ
を複数の列に
分割して視覚
化するもので
す。

public Quote(Stock aStock, BigDecimal aCurrentPrice, BigDecimal aChange) {
    fStock = aStock;
    fCurrentPrice = aCurrentPrice;
    fChange = aChange;
    stockProperty = 
        new SimpleStringProperty(this, "stock", fStock.getName());
    priceProperty = 
        new SimpleFloatProperty(this, "price");
    changeProperty =
        new SimpleFloatProperty(this, "change");
    percentChangeProperty = 
        new SimpleFloatProperty(this, "percentChange");
    profitProperty = 
        new SimpleFloatProperty(this, "profit");
    percentProfitProperty = 
        new SimpleFloatProperty(this, "percentProfit");
    
    validateState();
  }
. . .
  /* New methods required for JavaFX table */
  public void updateValues() {
    setPrice(fCurrentPrice.floatValue());
    setChange(fChange.floatValue());
    setPercentChange(getPercentChange().floatValue());
    setProfit(getProfit().floatValue());
    setPercentProfit(getPercentProfit().floatValue());
  }
  /**
   * @return the stockProperty
   */
  public StringProperty stockProperty() {
    return stockProperty;
  }
  /**
   * @param stock The stock name 
   */
  public void setStock(String stock) {
    stockProperty.set(stock);
  }

リスト 1             リスト 2            リスト 3         
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ソッドは、株価の変動だけでなく、ポートフ
ォリオの変更（株式の追加や削除など）も
処理します。

あとは、StocksMonitorMainWindow クラ
スの中でQuoteTable を参照したり生成し
たりしている箇所を QuoteFXTable に書き
換えれば、 TableView の統合は完成です。 

より面白く
ここまでで、 JTable コンポーネントから 
TableView ノードへの置き換えが完了しま
した。悪くはないのですが、UIが大幅に向
上するわけではありません。さらにJavaFX
コードを追加して、もっと面白い画面を作
成しましょう。

株価モニターとしては、値に変化があ
れば、減少は赤色、増加は緑色で強調し
たいところです。視覚的に変化をつけて

ユーザーの視線を引
きつけるために、画
面上で価格を点滅
させることにしましょ
う。数値はフェードイ
ン/フェードアウトさ
せてよりソフトな感じ
を出しましょう。

これらの実現に
は、価格列のセル
を描画するために
カスタマイズした 
TableCell クラスを用
意する必要がありま
す。リスト4とリスト5
に、 QuoteFXPriceCell 
クラスのコードを示
します。 

リスト3の
QuoteFXTableNode ク
ラスのコードをもう
一度見てみると、価格

列のセル値ファクトリの設定に加えて、セ
ル・ファクトリとして Callback オブジェクト
を設定しています。このcallメソッドでは、 
QuoteFXPriceCell クラスの新しいインスタ
ンスを返す処理だけを行っています。生成
時に株式リストへの参照を渡しているの
は、価格の変化を調べる必要があるから
です。

セルの描画方法を変更するために、 
updateItem メソッドをオーバーライドしま
す。正しく振る舞うようにするには、オーバー
ライド先のメソッドを最初に呼び出すこと
が重要です。null はセルの有効な値のため、 
empty フラグをチェックし、フラグが true の
場合は何もしません。また、null値もここで
は意味がないため、値がnullの場合もこの
メソッドの処理を終了します。セルのテキ
ストに、引数で渡された値を設定します。

TableCell は Labeled クラスを継承してい
ます。Labeled クラスはテキストのラベルを
持つすべてのコントロール（ボタンなど）に
共通するクラスです。また、ラベルのテキス
トに加えグラフィカル・アイコンもサポート
しています。このアイコンはノードであるた
め、必要に応じて完全なシーングラフとし
て扱うことができます。 QuoteCellGraphic ク
ラスは、色付きの三角形や四角形を使用し
て、価格の増加、減少、変化なしの状況を視
覚的に示すノードを提供します。

コンストラクタで取得した株式リスト
（quotes）の中を、IndexedCell インタフ
ェースの getIndex を使用して参照でき
ます。価格変化の状況を把握した後に、 
QuoteCellGraphic の該当するアイコンを表
示できます。

価格を点滅させるために Timeline を作
成します。このクラスは、１秒間にセルの透
明度を1.0から0.1に変更し、また元に戻し
ます。cycleCount を適切に設定することに
より、セルを3回点滅させます。

全てのリストをテキストで表示

@Override
  protected void updateItem(Float value, boolean empty) {
    super.updateItem(value, empty);
    
    if (empty)
      return;
    
    setText("" + value);
    icon = new QuoteCellGraphic();
    setGraphic(icon);
    
    float change = quotes.get(getIndex()).getChange().floatValue();
    
    if (change  > 0.0)
      icon.setUp();
    else if (change < 0.0)
      icon.setDown();
    else icon.setNoChange(); 
    
    SimpleDoubleProperty faderProperty = new SimpleDoubleProperty();
    opacityProperty().bind(faderProperty);
    
    Timeline faderTimeline = new Timeline();
    faderTimeline.getKeyFrames().add(new KeyFrame(Duration.ZERO,
        new KeyValue(faderProperty, 1.0)));
    faderTimeline.getKeyFrames().add(new KeyFrame(new Duration(500), 
        new KeyValue(faderProperty, 0.1)));
    faderTimeline.getKeyFrames().add(new KeyFrame(new Duration(1000),
        new KeyValue(faderProperty, 1.0)));
    faderTimeline.setCycleCount(3);
    faderTimeline.playFromStart();
  } 
}

リスト 4             リスト 5         

強力な機能

スタイルシートを編

集すれば、コードを

修正せずにアプリケ

ーションのルック・ア
ンド・フィールを変え

ることができます。

スタイルシートは非
常に強力であり、多

数のJavaFXノードが

ある場合でも、アプ

リケーションの外観

をまったく別のもの

に変えることができ

ます。
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スキン設定
JavaFXプラットフォームには他にもエキサ
イティングな機能があります。それはCSSの
サポートです。TableCell などの多くのノー
ドでCSSサポートが実装されています。

アプリケーションにスタイルシートを
追加する方法はとても簡単です。リスト2
の QuoteFXTable ラスを振り返ってみまし
ょう。 Runnable タスク内でシーンを作成
した後、そのシーンのスタイルシートの
リストにCSSファイルへの
参照を追加しています。こ
こで参照するCSSファイル
は、QuoteFXTable クラスと
同じパッケージに含めます。

では、リスト3の 
QuoteFXTableNode クラス
に戻って、価格列（priceCol-
umn）の setCellFactory メソ
ッドに渡している、Callback 
クラスのcallメソッドに注目
してください。ここでは、新
しい QuoteFXPriceCell オブジェクトを作成
し、スタイルクラスのリストに、CSSファイル
内でパラメータ設定に使用する名前への
参照を追加しています。

CSSファイルの内容は次のとおりです。

ご覧のように非常にシンプルです。Java
コード内で使用した名前を持つスタイル
を作成し、データの存在する価格セルだけ
に対してこのスタイルを適用することを示
す疑似クラスを指定しています。そして、セ
ルの背景色と境界線の色の設定を行う、2

つのパラメータを指定しています。 
このスタイルシートを編集すれば、コー

ドを修正せずにアプリケーションのルッ
ク・アンド・フィールを変更できます。スタ
イルシートは非常に強力であり、多数の
JavaFXノードがある場合でもアプリケー
ションの外観をまったく別のものに変える
ことができます。

まとめ
この記事では、アプリケー
ション全体を書き直すこと
なくリッチなJavaFX機能
を活用するためのSwing
アプリケーションの移行方
法を見てきました。JavaFX
の強力な機能を利用して
アプリケーションのルック・
アンド・フィールを改善す
るために、Swingサンプル
アプリケーションのテーブ

ル・コンポーネントを置き換えました。
次号のパート3では、このサンプルアプ

リケーションの設定メニューを置き換える
方法について学習します。 </article>

.fx-table:filled {
   -fx-background-color: 
lightblue;
   -fx-border-color: black;
}

Learn More
•	 JavaFX のドキュメントとチュートリアル

•	 JavaFX 2.0 API ドキュメント (Javadoc) 

•	 JavaFX ショーケース

よりリッチに

Swingアプリケーションを
移行してリッチなJavaFX機
能を活用できます。アプリ
ケーション全体を書き直
す必要はありません。

Your  
local Java 
user group 
needs YOU

Find your JUG here
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インターネット時代の初期から存
在するJ2EE仕様では、同期サー

ビスを非同期に呼び出す方法、ある
いはローカル・イベントを配信する方
法としてJava Message Service（JMS）
を回避策として利用してきまし
た。Java EE 6 は様々な開発容易性を
取り入れた一方で、JMSに対する変更
はなく、JMSは冗長的なAPIを提供し
ています。 

Contexts and Dependency 
Injection（CDI）1.0（JSR-299）および
Enterprise JavaBeans（EJB）3.1（JSR-
318）を利用した場合、そのようなJ2EE
の回避策やパターンが不要になりま
す。JMSは本来のメッセージングにとっ
ては極めて重要な技術ですが、非同
期処理の実装やローカルのオブザー
バ・パターン（Observerパターン）の実
装にはもうJMS は不要となります。

非同期呼出し
サービス・アクティベータ・パターン

（Service Activatorパターン）の「背景
（Context）」に、次のような記述があり
ます。「Enterprise Beanやその他のビジ
ネス・サービスには非同期でアクティブ
化するための手法が必要である」。サー
ビス・アクティベータ・パターンはEJB 

2.xコンポーネントを「正しい手続き
で」非同期的に呼び出す唯一の手段
を提供していました。サービス・アクテ
ィベータは、「既存のEJBインタフェー
スに対する横断的な関心事として非
同期の性質を付加したデコレータ」と
考えることができます。

このデコレーションは通常、 javax . 
jms.MessageProducer によるJMSキ
ュー（送信側）とメッセージ・ドリブン
Bean（非同期の受信側）で構成され
ます。しかしJava EE 6でサービス・アク
ティベータを実装しても、無駄な部分が
生じます。 javax.jms.Queue と javax.
jms.ConnectionFactory を利用して
トランザクション内でメッセージの
送信側を実装し、 javax.jms.Message 
インスタンスを作成して送信する必
要があるからです。
このような実装方法
でJava EE 6が有用な
点は、Dependency 
Injection（JSR-330）で
リソースを取得できる
点だけです。 

リスト1
に、NetBeans 7を使
用して、 javax.jms.
MessageProducer を

EJB 3.1 beanでラップしたコード例を
記述します（Microsoft Windowsでは
[Alt+Insert]キー、Macでは[Ctrl+I]キ
ー）。しかし、生成後のソース・コード
は、プロジェクトのライフサイクル全
体にわたって保守しなければなりま
せん。 

キューの反対側にあるメッセージ・
ドリブンBeanはこのメッセージを受
信し、それを javax.jms.TextMessage 
にキャストしてペイロードを抽出し、
同期サービスに渡します。リスト2にこ
の非同期の受信側コードを示します。 

リスト2のメッセージ・ドリブンBean
は、同期的なEJBを非同期に呼び出す
目的でのみ使用します。JMSの機能や
性質はまったく使用せず、アプリケー
ション・サーバーのプールから取得し

たスレッドで、 ノン・ブ
ロッキング呼出しを行
うことにのみフォーカ
スしています。実際の
ビジネス・ロジックは
リスト3のようになりま
す。EJB 3.1 のステートレ
ス・セッションBeanであ
るSynchronousService 
をメッセージ・ドリ
ブンBeanである 

ServiceActivator にインジェクトし、
その後ServiceActivatorの非同期の
onMessageメ ソッドで 
SynchronousServiceの
message(String message) 
message(String message)メソッドを
デコレートしています。 
注：ここで紹介した実装例は、すで
にJava EE 6 で書き直されシンプル
になっています。元のJ2EE実装では
Dependency Injectionを利用できま
せん。そのため、EJB 2コンポーネント
で他のコンポーネントにアクセスす
るためにJava Naming and Directory 
Interface（JNDI）でルックアップを行
い、ローカルの EJBHome  とローカ
ル・インタフェースを実装し、さらに従
来型の標準XMLデプロイメント・ディ
スクリプタを用意する必要がありま
す。サービス・アクティベータは簡単な
課題に対しても複雑な解決策が必要
でした。

Java EE 6の答え
Java EE 6の登場により、上記のような
サービス・アクティベータ・パターンの
実装は時代遅れになりました。リスト4
に、サービス・アクティベータと同等の
処理をJava EE 6で記述したコード例

軽量パブリッシュ/サブスクライブ通信
Java EE 6とCDIを利用して無駄のない効率的なローカル・パブリッシュ/サブスクライブ通信を実装

Adam Bien
BIO

写真：  
Thomas Einberger/ 
Getty Images

シンプルなJMS

JMS 2.0では、シンプ
ルな仕組みと、Java EE 
7の各仕様、特にCDI
との綿密な統合を主
な目標としています。
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を示します。
JMSによるオーバーヘッ

ド全体を、1つの javax.ejb.
Asynchronous アノテーション
に置き換えることができます。
ただし、それぞれのアプローチ
に対する意味合いは異なりま
す。サービス・アクティベータの
場合、永続キューを利用してより
堅牢に呼出しを行うことができ、
処理が成功するまでアプリケーション・サー
バーからメッセージが配信され続けます。

@Asynchronous の場合、送信は1回のみ
です。失敗した場合は、トランザクションの
ロールバックが生じるため、必要に応じて
開発者側でリカバリ処理を実装する必要が
あります。一方で返り値が必要な場合、 java.
util.concurrent.Future を利用すると、EJB 3.1
のBeanから戻り値へのポインタを容易に取
得することもできます。リスト5に結果として
Futureオブジェクトを返すメソッドの例を示
します「ファイア・アンド・フォーゲット・アプ
ローチ」。

サービス・アクティベータは主に、単方向
のファイア・アンド・フォーゲット通信を目的
として設計されたものです。サービス・アク
ティベータの実装が値を返すためには、一
時キューを作成してメッセージと共に送信し、
別のメッセージ・ドリブンBeanを「結果リスナ
ー」として、その一時キューに登録する必要が
あります。Java EE 6が新たに提供する、Future
ベース・ソリューションは、このようなJ2EEの「
ベスト・プラクティス」よりもはるかに簡潔で
無駄のない手法と言えます。

JMSの宛先は一般的にリモート処理向
けのものです。ほとんどのJMSプロバイダ
はローカル・キューを提供していますが、
それに頼るべきではありません。一方で @
Asynchronous ソッドは通常ローカル処理
向けのものです。ただし、@Remote インタ

フェースを利用してリモート通
信を行うこともできます。

また、JMSの実装は型安全
（type-safe）ではありません。

例えば、送信側で実際のペ
イロードを適切な javax.jms.
Message（例：文字列を javax.
jms.TextMessage）にラップし、
メッセージ・ドリブンBeanでそ
れをアンラップする必要があ

ります。アンラップ処理においては型チェッ
クを何度も行い、ペイロードを目的の型に
キャストする必要があります。これに対して
CDIイベント機能は型安全です。ペイロード
はメッセージ・リスナー中に「そのままの形
で」到着します。ラップやアンラップの処理は
不要です。

Java EE 6では、サービス・アクティベータ
の概念は残っているものの、JMS関連の実装
全体が時代遅れになっています。ローカル・
イベントを配信する目的では通常、J2EEの大
半のサービス・アクティベータを、Java EE 6の
1つの @Asynchronous アノテーションに置き
換えることができます。

パブリッシュ/サブスクライブ：原理
EJB 3.1の登場で、サービス・アクティベー
タ・パターンは時代遅れとなりました。それ
に代わってCDI仕様を利用することで、無駄
のない効率的なローカルのパブリッシュ/サ
ブスクライブ通信を実装できます。パブリッ
シュ/サブスクライブ・パターン（Pub/Sub）の
Wikipediaの定義は次のとおりです。「メッセー
ジの送信側（パブリッシャ）がメッセージを特
定の受信側（サブスクライバ）に直接送信し
ないようにプログラムを組んだメッセージ
ング・パターン。パブリッシュするメッセージ
をクラス分けするが、サブスクライバの存在
については知らない。サブスクライバは、パ
ブリッシャの存在については認知せず、複数

全てのリストをテキストで表示

不要なパターン

Java EE 6 の登場で、
サービス・アクティベー
タ・パターンの実装は時
代遅れになりました。.

@Stateless
public class ServiceClient {
    @Resource(mappedName = "jms/serviceactivator")
    private Queue serviceactivator;
    @Resource(mappedName = "jms/serviceactivatorFactory")
    private ConnectionFactory serviceactivatorFactory;

    public void broadcast(String message){
        Connection connection = null;
        Session session = null;
        try {
            connection = serviceactivatorFactory.createConnection();
            session = connection.createSession(false, Session.AUTO_ACKNOWLEDGE);
            MessageProducer messageProducer = session.createProducer(serviceactivator);
            messageProducer.send(createTextMessage(session, message));
        }catch(Exception e){
            throw new EJBException("Cannot send message: " +e,e);
        } finally {
            if (session != null) {
                try {
                    session.close();
                } catch (JMSException e) {
                    /*. . .*/ 
                }
            }
            if (connection != null) {
                try {
                    connection.close();
                } catch (JMSException ex) {
                    /*. . .*/ 
                }
            }
        }
    }
    private Message createTextMessage(Session session, String messageData) throws 
JMSException {
        TextMessage tm = session.createTextMessage();
        tm.setText(messageData);
        return tm;
    }
}

リスト 1              リスト2          リスト3          リスト4          リスト 5         
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のクラスや関心のあるメッセージの受信に
対してのみ注目します。  
このパターンはネットワークのスケーラビリ
ティを向上し、より動的なネットワーク・トポ
ロジを可能にします。

パブリッシュ/サブスクライブのおもなポイ
ントはその動的な性質にあります。リスナー
やブロードキャスタがその時々で異なること
もあります。リスナーとブロードキャスタの間
は動的なN:M関係があり、両方が存在する必
要はありません。ブロードキャスタはリスナー
が存在しなくてもメッセージを送信できます。
ブロードキャスタがない状態でも複数のリ
スナーが待機できます。ここで、パブリッシュ/
サブスクライブの定義上の「メッセージ」は 

javax.jms.Messageで
ある必要はありませ
ん。メッセージを「イ
ベント」や「ペイロー
ド」と考えるとわかり
やすいでしょう。CDI
とEJB 3.1では、JMSを
使用せずに無駄のな
いパブリッシュ/サブ
スクライブ通信を実
装できます。

Java EE 6（特に
CDI）には、 javax.
enterprise.event.
Event というインジェ
クション可能なイベン
トが付属しています。

これを利用して、任意のオブジェクトをローカ
ルの全リスナーに対して配信（fire）できます。
リスナーがない場合、ブロードキャストされ
たペイロードは単に消失します。メッセージ
を送信するために必要な操作は、 Event クラ
スをインジェクションし、配信したいペイロー
ドを決めるだけです。リスト6に、CDIでイベン
トをインジェクトし、引数で指定した String ブ

ロードキャストするコード例を示します。 
ここでは fire メソッドを1回呼び出してメッ

セージを送信しています。CDIイベントはトラ
ンザクションを認識可能で、EJB 3.1のセッシ
ョンBeanは通常トランザクションを利用可能
です。この例では、何の設定（アノテーション
やXML）もしていないため、broadcastメソッ
ドはトランザクション内部で実行されます。 

リスナーは、@Observesアノテーションを
付加した1つのパラメータを持つvoid メソッ
ドを実装する必要があります。リスト7にCDI
の String リスナーのコード例を示します。 @
Observes アノテーションが示すパラメータ
の型は、送信されるペイロードの型と一致す
る必要があります。その場合に限りメッセー
ジが配信され、その他の場合メッセージは
単に消失します。

JMSとは異なり、CDIを利用すると、成功し
たトランザクションと失敗したトランザクシ
ョンを1つのリスナーを利用して一度に簡単
に観察できます。必要な操作は @Observes 
アノテーションの during 要素の設定だけで
す。リスト8の例は、コミットとロールバック
を一度にリスニングする方法を示していま
す。メッセージの配信は、指定したトランザ
クション・フェーズでのみ行います。特にバッ
チ・ジョブの監視や監査を実装する場合に、
この @Observes(during=) 要素を利用する
ことでCDIイベントの使い勝手がよくなりま
す。これにより成功したトランザクションと失
敗したトランザクションのすべてを簡単に追
跡できます。

複数の宛先があるケース
CDIイベント機能は型安全です。送信側の型
と監視側の型が一致すればイベントを配信
し、それ以外の場合はイベントを無視しま
す。このままのアプローチでは型を1回しか
利用できず、重要なメッセージと重要でない
メッセージを区別する方法がありません。も

ちろん、文字列をカスタム・イベント・クラス
でラップしてメッセージの型を拡張するの
も1つの策です。リスト9に、イベント・ディス
パッチ用のカスタム・イベント・クラスの例
を示します。

しかし、類似する宛先に対してそれぞれに
合う型を適応するのは良いアプローチでは
ありません。クラス数が増加し不要にパッケ
ージが膨張してしまいます。これに対し、CDI
では修飾子を利用することで、この問題を明快
に解決できます。リスト10に、メッセージ・ディ
スパッチ用の修飾子を示します。修飾子は、 @
Qualifier iインタフェースで示すアノテーショ
ンです。@Retention には常に RUNTIME を
設定し、 @Target にはこのアノテーションの
適用先の要素を指定する必要があります。 @
Qualifier アノテーションは型の拡張と考える
ことができます。CDIフレームワークはマッチ
ング処理において、型だけではなく適用した
修飾子も考慮します。この修飾子をインジェ
クション・ポイントにのみ利用します。

さらに、対応するパラメータに対してアノ
テーションを付加します。

さらに、もう1つの作業が残っています。
指定した修飾子を持つすべてのチャネルに 
Event をインジェクトする必要があります。異
なる修飾子を持つ Event を何回もインジェク
トするのではなく、その場で Qualifierを選択
できます。リスト11に、このような動的なチャ
ネル選択の方法を示します。メッセージ・リス
ナーをその場で選択する場合に必要となる
のは、 select メソッドに Qualifierインスタン
スを渡すだけです。ただし、アノテーションを
インスタンス化できないという問題があるた
め、アノテーションのインスタンス化のため
のヘルパー・クラスを作成します（リスト12）。

リスト12の ImportanceSelector クラスは 
Importance アノテーションを実装し、その列挙
値とアノテーションの型を返します。また、コン
ストラクタのパラメータに列挙型の Degree を
渡しています。これを利用して必要なメッセー

    @Inject @Importance
(Importance.Degree.HIGH)
    Event<String> event;

public void onImportantMessage
(@Observes @Importance
(Importance.Degree.HIGH) 
String message){}.

全てのリストをテキストで表示

@Stateless
public class MessageBroadcaster {
    @Inject
    Event<String> event;
    public void broadcast(String message){
        event.fire(message);
    }
}

リスト 6                リスト 7             リスト  8             リスト  9            リスト  10

コーディングの増加

JMSのパブリッシ
ュ/サブスクライブ
実装の方が強力
で柔軟性の高い
機能ではあります
が、必要なコーデ
ィング量も大幅に
増えます。 
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ジの型を簡単に選択できます（リスト11）。

同期か非同期か
CDIのイベント配信は同期的です。送信側はリ
スナーのメソッドが完了するまで待機しなけ
ればなりません。メッセージ本体の内部で発
生した RuntimeExceptionはメッセージの送
信側に伝わります。仮にメッセージの送信側
がEJB 3.1のセッションBeanの場合（または少
なくとも呼出しのコール・スタック内の場合）、 
RuntimeExceptionが発生するとトランザクショ
ンによって自動的にロールバックされます。こ
のような仕組みは、送信側とリスナーを切り離
したいが、複数のタスクを1つのトランザクショ
ンで一貫性を保って実行したい場合に有効で
す。CDIイベントを利用して監査結果をデータ
ベースに書き込むことでビジネス・プロセスの
状態を記録するようなケースが、トランザクショ
ン内の同期的なイベントの例に該当します。

非同期的なイベント配信は、パブリッシュ/
サブスクライブ通信の自然な形です。イベン
トの配信と処理が完了するまで送信側をブ
ロックする必要はありません。また、JMSも非
同期的に動作します。

インタフェースなしのEJB 3.1のセッション
Beanでイベントを非同期的に利用すること
もできます。そのためには、メッセージ・リス
ナーのみを @Stateless セッションBeanとし
て宣言し、 @Asynchronous メソッドを記述
する必要があります。リスト13に、EJB 3.1の
セッションBeanで非同期イベントを利用す
るコードを示します。

@Asynchronous アノテーションによってト
ランザクションの動作も変わります。 onImpor-
tantMessage メソッドは独立した新しいトラン
ザクション内で実行されます。@Asynchronous 
onImportantMessage メソッドが例外をスロー
しても、EJB Beanの MessageBroadcaster で開
始したトランザクションはロールバックされま
せん。この動作は、 javax.jms.Destination にバ

インドしたメッセージ・ドリブンBeanが処理す
るメッセージでも同様です。

軽量なだけでは不十分な場合
非同期のCDIイベントは、永続サブスクライ
バを利用できないJMSのトピックに類似して
います。永続サブスクライバの場合、アクティ
ブでない場合はメッセージが永続的に保存
されます。サブスクライバが次にサインイン
したとき、すべてのメッセージがサブスクラ
イバに再配信されます。

CDIイベントはスレッド・プールのキュー
に一時的にキャッシュされるため、アプ
リケーション・サーバーに何らかの障害
が発生し、予期せぬ停止が発生した場合
や、  RuntimeException などによるトラン
ザクションのロールバック時に、CDIイベン
トが消失する可能性があります。CDIも@
Asynchronous のEJB 3.1 のセッションBeanも
永続サブスクライバを提供していません。

また、イベントの再配信はCDIでは利用で
きません。JMSとは対照的に、失敗したトラン
ザクションの再実行をインフラストラクチャ
ではなくアプリケーションで実装する必要が
あります。

JMSのパブリッシュ/サブスクライブ実装
の方が強力で柔軟性の高い機能ではありま
すが、必要なコーディング量も大幅に増えま
す。オブザーバ・パターンを実装する目的で
はCDIが適しています。イベントは通常一時
的なものであり、永続化や再配信が不要で
す。ローカルのCDIイベント配信は、同じ機
能をJMSで実装した場合に比べ、必要となる
コード量が少なく実装できます。 

本当のメッセージング、JMSの反撃
CDIイベント機能とEJB 3.1のセッションBean
の@Asynchronous を組み合わせれば、サー
ビス・アクティベータ・パターンは時代遅れ
になります。JMSをCDIイベント機能に完全

に置き換えたい気持ちに駆られるでしょう。
しかし、JMSとCDIで重複する機能はごく一
部です。JMSだけが「Once and Only Once」
の配信セマンティクスを実現します。この

「Once and Only Once」の配信品質を満た
すには、（データベースを配置した上で）永
続キューを設定する必要があります。「送信
前」トランザクションで、まずメッセージをデー
タベースに保存し、後続のトランザクションで
メッセージを配信します。また、パブリッシュ/
サブスクライブのシナリオでは、サブスクライ
バがオフラインの間にメッセージをサーバー
に保存できます。

どちらのユースケースもCDIイベントでは
実装できません。CDIイベントは永続的ではな
いため、「Once and Only Once」配信の実装
を開発者に求めます。そのため、すでにある機
能をわざわざ自分で開発することになります。

今後古いJMS仕様は一新され、Java EE 7
で新たなJMSの仕様がリリースされる予定
です。次期JMS 2.0では、シンプルな仕組み
と、Java EE 7の各仕様、特にCDIとの綿密な

統合をおもな目標としています。リスト14
に、CDIのように軽量に実装できるようにな
ったJMS 2.0のコード例を示します（今後変
更される可能性があります）。

JMS 2.0ではメッセージの送受信に必要
な、冗長的コードの記述がなくなると見られ
ます。JMS 2.0プログラミング・モデルはCDIと
よく似たものになる予定です（リスト14）。JMS 
2.0でも、同期サービスを非同期的に実行す
るためだけにメッセージング機能を利用する
といった、間違った用途に使用すべきではあ
りません。一方で、CDIは一時的なイベント配
信には最適ですが、メッセージングにはまっ
たく不向きです。それぞれの仕事に合う適切
なツールを利用しましょう。 </article>

全てのリストをテキストで表示

@Stateless
public class MessageBroadcaster {
    @Inject
    Event<String> event;
    public void broadcast(String message){
        event.select(new ImportanceSelector(Importance.Degree.LOW)).fire(message);
    }
}

リスト 11               リスト 12             リスト 13             リスト 14       

Learn More
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•	 Real World Java EE Night Hacks—
Dissecting the Business Tier (2011)
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GlassFishはJava EE標準仕様の
参照実装として知られています

が、特に開発タスクに適し、高速モ
ジュール化対応サーバーとしても
有名です。もっとも、GlassFishの可
能性は開発フェーズにとどまりませ
ん。GlassFishは、Java EEの最新技術
を使用して実装する必要のあるアプ
リケーションに適し、本番環境でも
適用可能な軽量アプリケーション・
サーバーでもあるのです。 
注：GlassFishにはGlassFish Server 
Open Source EditionとOracle 
GlassFish Serverという2つのエディ

ションがあります。この記事はどちら
のエディションにも適用可能な内容
です。

本番環境では、アプリケーションに
対する高可用性とトラフィックに対す
る負荷の軽減という2つの問題に対
応する必要があります。その解決策
は、1台のサーバーで運用するだけで
はなく複数のサーバーから構成する
クラスタ環境を構築・運用し、アプリ
ケーションの水平スケーラビリティを
確保することで対応します。クラスタ
内部で稼働する各サーバー・インス
タンスがセッション・データをレプリ

ケーションできれば、一部
のインスタンスがクラスタ
に参加するとき、あるいは
クラスタから離脱するとき
にもアプリケーションが利
用可能な状態を持続でき
るようになるため、高可用
性を実現できます。

GlassFishのクラス
タリング機能につい
て、これより全2回のシ
リーズで説明します。
パート1のこの記事
では、GlassFishサーバーで構成
するクラスタ環境の一元的なプ
ロビジョニング方法と管理方法
について紹介します。パート2で
は、GlassFishクラスタでアプリケー
ションの高可用性を実現する方法
について解説します。
注：この記事で紹介するサンプルの
ソース・コードはこちらからダウン
ロードできます。

実行サンプルClockEEの紹介
この記事では、GlassFishクラスタの
管理に的を絞るため、意図的に単純
化した実行サンプルを利用します。現

在の時間を示す1枚のページを表
示する、ClockEEという名前のWeb
アプリケーションです（図1）。

このアプリケーションはMavenプ
ロジェクトであり、ソース・コードは
ClockEE.zipファイルに含まれていま
す。唯一のビューを、JavaServer Faces
を利用して表示します（リスト1）。

次にこのビューは、時刻の値を提
供するContexts and Dependency 
Injection（CDI）管理下のBeanを要
求します（リスト2）。

@Named アノテーションは、この
Beanのインスタンスを「clock」とい
う名前でCDIから利用できるように

GlassFishのクラスタリング機能で複数のサーバーから成るクラスタを運用し、  
アプリケーションの水平スケーラビリティを確保

Julien Ponge
BIO

図1

Photograph by  
Matt Bostock/Getty Images

Julien Ponge provides a brief introduction to his 
GlassFish series.

Part 1 

GlassFishで実現するシンプルな
クラスタリングと高可用性
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するものです。また、 @ApplicationScoped 
アノテーションは、作成するインスタ
ンスがアプリケーション全体で1つと
なることを保証するものです。この結
果、JavaServer Facesの #{clock.now} とい
う式がこのBeanの getNow() メソッドに解
決されます。

GlassFishのインストールと 
ClockEEのデプロイ
前述のとおり、GlassFishにはGlassFish 
Server Open Source EditionとOracle 
GlassFish Serverという2つの
エディションがあります。Oracle 
GlassFish Serverはオラクルが
サポートする商用ディストリビ
ューションであり、パフォーマ
ンス、監視、セキュリティを重視
したOracle GlassFish Server 
Controlという拡張管理機能が
含まれます。2つのエディショ
ンは同じコード・ベースを利用
し、そこにはクラスタリング機
能と一元的管理機能が含まれ
ます。Open Source Editionは、
まさしく完成された1つのエデ
ィションです。

GlassFish Server Open 
Source Editionは、 glassfish.
orgからZIPアーカイブとして取得できま
す。ZIPアーカイブを展開するだけで、完全
に機能するアプリケーション・サーバーを
取得することができます。それ以外の設定
は不要で、あらかじめ設定されているデフ
ォルト設定のままで起動できます。

bin/ディレクトリをグローバル PATH 環

境変数に追加し、 asadmin コマンドライ
ン・ツールをどこからでも利用できるよ
うにしておく事を推奨します。GlassFish
の管理には asadmin コマンドを頻繁に
利用します。ただし、管理方法は他にも
あり、GlassFishでは asadminコマンドラ
イン・ツールの他、Webインタフェースと
Representational State Transfer（REST）イ
ンタフェースによる管理も可能です。

GlassFishにあらかじめ用意されたデ
フォルト・ドメイン名は domain1 です。通
常、 start-domain コマンドには起動する

ドメイン名を指定しますが、ド
メインが1つしかない場合は
ドメイン名を省略できます。一
方、 stop-domain コマンドは
起動したドメインを停止する
ために使用します。

create-domain コマンドを
実行すると独自ドメインを作
成できます。インスタンスのネ
ットワーク・ポート設定が他の
設定と重複しない場合に限り、
同じ物理ホスト上で複数のド
メインを稼働させることが可
能です。 

アプリケーション開発用の
マシンなどの1台のマシン上
で運用する場合、ドメインは、

ネットワーク・ポート、セキュリティ・ポリシ
ー、JDBC接続プール設定、デプロイ済みア
プリケーションなどの独自のパラメータを
持つGlassFishサーバー構成だと考えて差
し支えありません。このようなドメインの
ことを「スタンドアロン・ドメイン」と呼び
ます。一方、クラスタ環境では、このような
ドメインのことを「ドメイン管理サーバー

（DAS）」と呼びます。DASの役割は、クラ
スタ管理のための一元管理ポイントとし
て動作します。この概念については以降の

セクションで詳しく説明しますが、ひとまず
は実行サンプルに戻りましょう。

GlassFishへのClockEEのデプロイは
簡単です。ソース・コード・フォルダから
Mavenを使用してWARアーカイブをビル
ドした後、 asadmin を実行するだけでデ
プロイできます。

Webブラウザを起動して、 http://loc-
alhost:8080/clockee-1.0-SNAPSHOT/
faces/index.jsp にアクセスすると、図1の
ページが表示されます。また、次のコマン
ドを実行して現在デプロイ中のアプリケー
ションの一覧を表示できます。

これでGlassFishインストール環境が正
しく動作するようになりました。クラスタリ
ング機能の説明に進む前に、ClockEEをア
ンデプロイしましょう。

$ cd glassfish
$ bin/asadmin start-domain

$ mvn package
...
$ asadmin deploy 
target/clockee-1.0-SNAPSHOT.war
Application deployed with name 
clockee-1.0-SNAPSHOT.
Command deploy executed 
successfully.

$ asadmin list-applications
clockee-1.0-SNAPSHOT  <web>  
Command list-applications 
executed successfully.

全てのリストをテキストで表示

<%@ page contentType="text/html;charset=UTF-8" language="java" %>
<%@ taglib uri="http://java.sun.com/jsf/html" prefix="h" %>
<%@ taglib uri="http://java.sun.com/jsf/core" prefix="f" %>
<!DOCTYPE html>
<html>
<head>
    <title>Hello World!</title>
</head>
<body>
<f:view>
<p>
    The current time is:
    <em>
        <h:outputText value="#{clock.now}"/>
    </em>
    <a href="index.jsp">(reload)</a>
</p>
</f:view>
</body>
</html>

 リスト1                 リスト 2         

本番環境に対応

GlassFish の可
能性は開発フェ
ーズにとどまりま
せん。本番クラス
のJava EEアプリ
ケーション・サー
バーでもありま
す。

http://oracle.com/javamagazine
http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://glassfish.org/
http://glassfish.org/
http://www.oracle.com/ocom/groups/public/@otn/documents/webcontent/1453449.html
javascript:openPopup('listing2_p54')
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初めてのクラスタ
前述のとおり、GlassFishのDAS（ドメイン
管理サーバ）を利用してGlassFishインスタ
ンスのクラスタを管理できます。asadmin 
start-domainコマンドでDASを起動しま
す。 

DASはGlassFishサーバーの複数の
ローカル・インスタンスやリモート・イ
ンスタンスを管理できるため、クラスタを
効率的に実現できます。そのため、アプリ

ケーションのデプロ
イ、設定、リソース管
理を実行するコマン
ドを asadmin に発行
して、1台のホストか
らクラスタ全体を一
元的に管理すること
が可能です。発行し
たコマンドは自動的
に各ホストにコピー
されます。

では、ローカル・
マシンにクラスタを
作成するところから
始めましょう。まず、
ドメインを作成し
DASを起動しておき
ます。次に、create-
cluster コマンドを利

用して my-first-cluster を作成します（リス
ト3）。

domain1のDASに対して my-first-clus-
ter を実行した後も、GlassFishのインスタ
ンスが存在しないため、このままではほと
んど役に立ちません。

もっともインスタンスの作成は非常に
簡単です。ここでは、2つのローカル・イン
スタンスを my-first-cluster の一部として
作成しましょう。つまり、DAS用のものと同
じホストで稼働する2つのインスタンスを
作成します（リスト4）。

このコマンドの出力を見るとわかるよ
うに、それぞれのローカル・インスタンス
には独自のネットワーク・ポートが設定さ
れています。1つ目のインスタンスのHTTP
ポートは28080ですが、2つ目のインスタン
スでは28081です。したがって、デフォルト
の割当てによってネットワーク・ポートが
競合することはありません。

もちろん、独自のポート番号を指定して
もかまいませんが、ほとんどの場合でデフ
ォルトのポート番号を利用して自動設定す
る事が可能です。インスタンスは my-first-
cluster に含まれていますが、まだ起動され
ていないことを確認できます（リスト5）。

クラスタを起動すると、クラスタがアクテ
ィブになり、さらにクラスタに所属するイ
ンスタンスも起動します（リスト6）。

また、クラスタに含まれるノードと、その
ノードに属するインスタンスを確認でき
ます（リスト7）。

ローカル・インスタンスの作成時
に、GlassFishはローカルのConfigノードを
自動的に作成します。リモート・システムにイ
ンスタンスを作成する際に利用できるオプ
ションについては、後で詳しく説明します。

ではここで、クラスタにClockEEをデプロイ
しましょう。

$ asadmin undeploy 
clockee-1.0-SNAPSHOT
Command undeploy executed 
successfully.
$ asadmin list-applications
Nothing to list.
Command list-applications 
executed successfully.

$ asadmin list-instances
Nothing to list.
Command list-instances 
executed successfully.

$ asadmin deploy --target 
my-first-cluster 

全てのリストをテキストで表示

$ asadmin list-domains
domain1 running
Command list-domains executed successfully.
$ asadmin create-cluster my-first-cluster
Command create-cluster executed successfully.
$ asadmin list-clusters
my-first-cluster not running
Command list-clusters executed successfully.

リスト 3                  リスト 4               リスト 5               リスト 6               リスト 7

RESTについて

REST Web サー
ビス・インタフ
ェースを利用し
て、GlassFishとサー
ド・パーティ製の管
理システムを容易
に統合できます。ま
た、直観的なグラフ
ィカル・インタフェ
ースを表示するWeb
管理コンソールもあ
ります。
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ClockEEが稼働中であることを確認す
るには、 asadmin を実行するか、図2の

ようにWebブラウザで各インスタンスの
HTTPコネクタにアクセスします。

これまで、ダウン
ロードしたばかりの
GlassFishサーバーに対
してクラスタを作成して
シンプルなアプリケーシ
ョンをデプロイしました
が、ほんのわずかな作
業でもかなりの成果を
成し遂げる事ができま
した。

もちろん、もっと細か
い粒度でクラスタのイン
スタンスを管理すること
もできます。たとえば、イ
ンスタンスを個別に起
動、停止することも可能
です（リスト8）。

最後に、クラスタから
アプリケーションをアン
デプロイします。

GlassFishクラスタリン
グに関する用語
ここまでで概要を理解
できましたので、次に

GlassFishクラスタリングの用語について
見ていきましょう。

図3にDASアーキテクチャの概要を示しま
す。DASはセントラル・リポジトリを管理し、こ
の中には、デプロイ済みアプリケーション、
宣言リソース、設定等が含まれます。

これまでのセクションでClockEEをデプ
ロイしたときの、asadmin による実際のデ
プロイ先はこのセントラル・リポジトリで
す。同様に、JDBC接続プールなどのリソー
スも宣言でき、その場合の宣言先もDAS
のセントラル・リポジトリになります。

クラスタで利用する場合、DASはクラ
スタ構成に参加中のノードのリストを管

理します。各ノードはサーバーを表し、
サーバーの中のインスタンスは実際の
GlassFishサーバー・インスタンスを表し
ます。

先ほど2つのローカル・インスタンスを
作成したときは、GlassFishがユーザーに
代わって現在のマシン上にノードを作成し
てくれました。すべてのインスタンスはセ
ントラル・リポジトリのキャッシュを保持し
ています。DASとノード・インスタンス間の
同期はHTTPまたはHTTPS経由で実行しま
す（asadmin enable-secure-admin コマン
ドを参照）。たとえば、DASに新しいリソー
スを宣言すると、その宣言が同期処理中に

target/clockee-1.0-SNAPSHOT.war 
Application deployed with name 
clockee-1.0-SNAPSHOT.
Command deploy executed 
successfully.

$ asadmin list-applications 
my-first-cluster
clockee-1.0-SNAPSHOT  <web>  
Command list-applications 
executed successfully.

$ asadmin undeploy 
--target=my-first-cluster 
clockee-1.0-SNAPSHOT
Command undeploy 
executed successfully.

全てのリストをテキストで表示

$ asadmin stop-instance local-instance-1
The instance, local-instance-1, is stopped.
Command stop-instance executed successfully. 
$ asadmin list-instances -1
NAME                       HOST         PORT    PID       CLUSTER                 STATE         
local-instance-1  localhost  24848  -1           my-first-cluster   not running  
local-instance-2  localhost  24849  16548  my-first-cluster   running      
Command list-instances executed successfully.
$ asadmin start-instance local-instance-1
Waiting for local-instance-1 to start ................
Successfully started the instance: local-instance-1
instance Location: /usr/local/Cellar/glassfish/3.1/libexec/glassfish/nodes/local-
host-domain1/local-instance-1
Log File: /usr/local/Cellar/glassfish/3.1/libexec/glassfish/nodes/localhost-do-
main1/local-instance-1/logs/server.log
Admin Port: 24848
Command start-local-instance executed successfully.
The instance, local-instance-1, was started on host localhost
Command start-instance executed successfully.
$ asadmin list-instances -1
NAME                       HOST         PORT    PID       CLUSTER                 STATE         
local-instance-1  localhost  24848  16846  my-first-cluster   running  
local-instance-2  localhost  24849  16548  my-first-cluster   running  
Command list-instances executed successfully.

リスト 8       

図2

図3
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ノード・インスタンスにコピーさ
れます。

次の2種類のノードが存在し
ます。
■■ Config ノード：ローカルでの

プロビジョニング、設定、管理
が必要。DASからクラスタに
対して宣言しますが、管理コ
マンドをDASで実行すること
はできません。管理者はConfigノードが
稼働するマシンにログインして目的のタ
スクを実行する必要があります。DASか
らの一元的なConfigノードの管理は不
可能です。

■■ SSH ノード：DASからすべての管理を行
うことが可能。SSHノードにSSHサーバー
とJava SEランタイム環境をインストール
していることが最小要件になります。SSH
ノードのその他のメリットとして、DASと
ノード間の通信が認証と機密性の両方
の観点でセキュアになります。
可能であればSSHノードの利用をお勧

めします。GlassFishクラスタをDASホスト・
マシンから完全に管理できるからです。

SSHノードにはさらに興味
深い機能がありますので、以降
はその機能に絞って説明しま
す。Configノードをクラスタに
追加するには、ノード・ホスト
の準備が必要です。そのために
は、まずGlassFishをインストー
ルし、次に各ホストにローカル
のConfigノードを作成し、DAS

に対してそのノードを宣言しなければ
なりません。次のセクションで示すとお
り、SSHノードの場合はこれらのタスクを
完全に自動化できます。

リモートからのSSHノードのプロビジ
ョニングと追加
このセクションでは、リモートからプロビ
ジョニングし、GlassFishインスタンスをク
ラスタに追加する方法を確認します。前提
として、リモート・サーバーの有効なユー
ザー・アカウントを持っており、そのサー
バーの最小構成としてJava SE 6ランタイ
ム環境とOpenSSHサーバーが稼働して
いる必要があります。 

OpenSSHが稼働
していれば、テスト
の目的でローカル・
マシン上にこの構
成を用意してもか
まいません。この記
事の執筆時には仮
想マシンを利用し
て検証を行いまし
た。実際は、Oracle 
VM VirtualBox上
に、Linux Ubuntu 
Maverickオペレー
ティング・システムを
インストールし仮想
環境を構築しました

（図4）。
SSH経由で処理を実行するため、リモー

ト・サーバーへ接続するたびに認証が求
められます。デフォルトでは毎回パスワー
ドを入力する必要がありますが、GlassFish 
にはこの煩わしさを解消する方法を提供
しています。公開鍵/秘密鍵のペアをロー
カルで生成し、公開鍵のフィンガープリン
トをリモート・サーバーの~/.ssh/autho-
rized_keysファイルに追加することで、毎
回パスワードを入力せずにSSH接続が可
能になります。 

この作業は手動でも行えますが、 
GlassFishで自動化することもできます       

（リスト9）。
では、リモート・サーバーにGlassFish

がインストールされていないことを前提
として、リモート・プロビジョニングを実行
して、リモート・マシンの/home/julien/
glassfishv3にGlassFishをインストールし
ましょう（リスト10）。

これで、ローカル・イメージがSSH経由

でコピーされ、稼働中のGlassFishアプリ
ケーションのリモート・プロビジョニング
が完了しました。この状態で、リモート・
サーバーにSSHノードを作成できます。

このSSHノードにインスタンスを作
成し、vm1 という名前を付け、my-first-
clusterに追加します（リスト11）。  

新規に作成したインスタンスはデフォ
ルトで停止状態です。このインスタンス
をコマンドを実行し起動できます（リスト
12）。

ClockEEアプリケーションを my-first-
cluster に対してデプロイすると、 vm1 イ
ンスタンスの起動時にClockEEを透過的

$ asadmin create-node-ssh 
--nodehost 192.168.56.101 
--installdir 
/home/julien/glassfishv3 ubuntuvm
Command create-node-ssh executed 
successfully.

図4

全てのリストをテキストで表示

$ asadmin setup-ssh --sshuser 
julien 192.168.56.101
Enter SSH password for julien@192.168.56.101> 
Copied keyfile /Users/julien/.ssh/id_rsa.pub to julien@192.168.56.101
Successfully connected to julien@192.168.56.101 using keyfile  
/Users/julien/.ssh/id_rsa
Command setup-ssh executed successfully.

リスト 9                  リスト 10               リスト 11                リスト 12         

ノードについて

SSHノードは、DAS
からすべての管
理を行うことが
可能です。
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にデプロイしていることを確認できます
（図5）。 

Web管理コンソール
これまでは、コマンドラインからasadmin
を利用してすべての管理作業を行いま
したが、前述のとおり、方法はこれだけ
ではありません。REST Webサービス・イ
ンタフェースを利用して、GlassFishとサー
ド・パーティ製の管理システムを容易に

統合できます。また、直観的なグラフィ
カル・インタフェースを表示するWeb管
理コンソールも利用できます。どちらも
asadminシェル・コマン
ドと並ぶ管理インタフ
ェースです

図6、7、8のスクリー
ンショットは、これまで
コマンドラインで実行
したいくつかのタスク

について、Web管理コンソールで実行し
た例を示しています。

まとめ
この記事では、 
GlassFishクラスタの
一元的なクラスタ・プ
ロビジョニングと管理
方法について紹介しま
した。SSHサーバーと

Java SEランタイムが稼働している場合、
新しいホストをリモートからインストー
ル・構成・起動可能な点が特にGlassFish
の強みです。簡単なステートレス・アプリ
ケーションをクラスタにデプロイし、日常
的に使用するasadmin管理コマンドで、
クラスタの状態の確認やインスタンスの
操作を行いました。

この全2回のシリーズの次回の記事
では、透過的なセッション・フェイルオー
バーによって、クラスタにデプロイした
ステートフル・アプリケーションの高可
用性を実現する方法について確認しま
す。</article>図5 図7

図6 図8
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次回予告

次回の記事では、クラスタ環境上でステ

ートフル・アプリケーションの高可用性を

実現する方法について確認します。

http://blogs.oracle.com/java
http://www.twitter.com/java
https://www.facebook.com/ilovejava
http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
http://java.net
mailto:JAVAMAG_US%40ORACLE.COM?subject=
http://glassfish.java.net/docs/
http://glassfish.java.net/public/clustering31.html
http://youtube.com/user/GlassFishVideos
http://press.adam-bien.com/
http://press.adam-bien.com/
http://www.amazon.com/Beginning-GlassFish-Experts-Voice-Technology/dp/143022889X
http://www.amazon.com/Java-EE-Tutorial-Basic-Concepts/dp/0137081855
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